
 
 

第１回 ぎをん思い出博物館（北座ビル・５Ｆ） 

 
ＩＣＯＭ京都大会記念局：８Ｎ３ＩＣＯＭの開局式を行ったのは北座５Ｆにある『ぎをん思い

出博物館』内にある“資料閲覧室”を実はお借りしたものでした。 

当日はバタバタしていたせいで、実は写真撮影は本来ＮＧなのですが特別に撮影許可をいただ

いて写していたにもかかわらず、何とレンズのフォーカススイッチＡＦ／ＭＦがＭＦ（マニュア

ル）側になっていた事に気付かずにピンボケで撮影するといったチョンボを犯してしまいました。 

 

勿論開局当日は博物館の展示品を詳しく見る余裕もなく、お店の方には後日また訪問すると言

って帰ったのです。 

そんな訳で先日ようやく再訪問して展示品の説明など詳しくお聞きすることが出来ましたの

で少しですがご紹介したいと思います。 

 

 

この『ぎをん思い出博物館』はエレベータを５Ｆで降りると直ぐ右手にある【舞妓の髪型】 

コーナーでは、例えば〔勝山〕と言って祗園祭の期間だけに結われる珍しい髪など、前から見た

だけでは区別しにくい髪型を後ろから撮った写真を併せて展示することで舞妓の髪型のバリエ

ーションを紹介しています。 

 

次に正面には江戸時代の美人画の粋「祗園井特」（ぎをんせいとく）の作品が展示されています。 

宝暦五年（１７５５年）～文化十二年（１８１５年）の上方浮世絵師で、祗園井筒屋の主人で、 

名を特右衛門と称していたので井特と呼ばれ、画の署名も井特としているそうです。 

 



國女歌舞伎繪詞 歌舞伎発祥４００年    藤村愛子の世界＝和紙の人形作家の作品 

井筒八ﾂ橋継承の歴史      手焼きの八ﾂ橋        祇園歳時記     

  京都本のコーナー        鴨東界隈の歴史         南座と北座 

 

 

 

 

 

 

 

 

四条河原の賑わい   祇園を彩る先人の殿堂  

 

 

 

塚本幸一と津田佐兵衛 ムﾑｯ！何処かで聞いた名前！？ 

都名所図会 １７８７年刊行 花咲大黒天には祗園花街の千社札が 井筒八ﾂ橋本舗本社ビル 



 決して広くないスペースですが、よーく見るとこの祗園界隈の歴史が詳しく展示されています

し、七つあった座が今では南座だけとなり、明治まであった北座の跡地にこの井筒八ﾂ橋本舗の

本社が建ち、歴史を引き継いできた資料を展示・公開していることの意義は非常に大きなことだ

と思います。 

 展示品だけでなく、京都の五花街の紹介ビデオ（約１０分）も見ることが出来ます。 

 

 京都にはこんなお店の中に博物館や美術館など非常に沢山の資料等を展示しているところが

沢山あり、京博連に加盟している数は２００館を超えているとか！！ 

 

日本中、どこを探してもそんな土地はありません。 

ＹＸＲニュースではそんな施設を出来る限り実際に訪問して紹介したいと思っています。 

 

ちなみに次回は茶道資料館/今日庵文庫を詳しくご紹介したいと思っておりますのでお楽しみ

にお待ちください。 

我々にとっても身近な存在と言っては失礼ですが、裏千家大宗匠の千 玄室（鵬雲斎）コレク

ション撰が茶道資料館開館４０周年・今日庵文庫開館５０周年記念特別展「裏千家所蔵の優品」

に併設展として開催中です。 

 【前期】４月１６日（火）～５月１２日（日） 

 【後期】５月１８日（土）～６月１６日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


